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1 .はじめに

立教大学においてはレジャー・レクリエーション関

連科目を全学部の学生向けに 2科目、コミュニティ福

祉と観光学部学生向けに 2科目展開している o 全学生

が履修できるものが、教養課程を見直した全学共通カ

リキュラムの総合A群に配置されている「レジャー・

レクリエーション論」と「レジャー・レクリエーショ

ン論演習」であり、 2学部の専門関連科目が「レクリ

エーション実践論jと「レクリエーション論」である。

これらの科目の教育方針やカリキユラム構成を述べる

まえに、立教大学でレジャー・レクリエーション教育

を先駆けて取り組んでこられた石井允名誉教授の授業

に触れたいと思う。

石井先生は1991年から 4年間にわたって、必修であっ

た保健体育講義や体育実技とは別に自白科目として

「レジャー・レクリエーシヨン概論」を実施していた。

先生にとっては自分の担当コマとは別のサーピスプロ

グラムとして展開していた授業であるが、当時、立教

大学で教えるようになって聞もなかった筆者が拝見し

た授業風景を回想しながら紹介してみたい。土曜日の

2時限目に開設されたこの科目においては、授業とい

うよりはクラブ活動といった雰囲気のなかで、教室も

ほとんど使用せずに長いすに自由に座りながら、とき

には先生が「遊びJについての話をしたり、ときには

校内でテント設営の練習をしたりといったアットホー

ムな授業が展開されていた。全員で買い置きのカップ

めんを食べながら午後も引き続いて活動してしまうこ

ともたびたびで、とにかく学生がとても楽しそうに授

業に取り組んでいたという印象が強く残っている O 履

修している学生は課外活動でキリスト教関連のチャペ

ル団体に所属し、聖歌隊やオーケストラで楽器を演奏

している学生、日曜日に子供たちと接している学生な

どを中心に1O~30名であった。また、この授業では年

間 2~3 回の合宿やキャンプを行って、希望者には

「キャンプ指導員Jの資格を与えていた。石井先生が

退官なさるときの最終講義には100名を超す授業のO

BやOGが集まったことからも、学生がこの授業の魅

力を強く感じていたことがわかった。この自由科目

「レジャー・レクリエーション概論Jの意思が現在の

レジャー・レクリエーション関連科目の展開に引継が

れることとなった。

2.キリスト教に基づく教育とリベラルアーツ

立教大学はキリスト教教育の理念をさまざまな形で

制度化してきた。入学式、卒業式などに代表されるキ

リスト教の礼拝の実施、全学に対するキリスト教倫理

の開講、文学部におけるキリスト教学科の存在、さら

に、キリスト教教育研究所の設置というようにキリス

ト教教育として特色ある大学運営を行ってきた。この

ことは大学における理念がキリスト教教育に根ざすも
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のであり、カリキュラムについてもその理念が包括的

に具現化されているといってよいだろう。 1997年に刊

行された立教大学白書によれば、教育の基本方針とし

て以下の諸点を挙げているo

1)人聞は歴史的過程で自己実現する存在である。

このことは社会的階層価値を離れて人間一人

一人の尊厳を確信することであり、すべての

人間の自由と平等を尊重することを意味する。

2 )人間が歴史の中で自己実現すると言うことは、

同時に社会的人間を確立していくことである。

このことは一人一人の自主性が尊重されるこ

とであり、同時に他者に対する寛容と社会的

責任が要求されることでもある。

3 )人間存在の意味はある特定の民族や階級によっ

て閉鎖的に規定されているのではなく、神の

前にあっては全ての者は平等な関係の中で存

在するo

4 )人間は社会的存在として、社会的責任を履行

することが要求されている。とりわけ、社会

的弱者に対する思いやりはキリスト教理念の

原点である。

5 )以上の教育方針が追求されていくためにはー

人一人が他者に対する優しさと自己に対する

厳しさを確立する必要があり、同時に理性的

営みを尊重し、実行力と情緒豊かな感性を兼

ね備えた人間でなくてはならない。

このようなキリスト教教育の理念は教育的配慮とし

て、すべてのカリキュラムの基本として存在する。こ

の配慮はそれぞれが時間の経過と共に社会的に成長す

るというキリスト教教育の重要な理念の具体化でもあ

る。

本学がキリスト教教育に根ざした教育を標梼してい

る限り、学問や実学的養成の前に人間としての基本的

あり方を問う教育を行わなければならない。その教育

は、全人教育を旨とするリベラルアーツにその教育理

念が見いだされる。リベラルアーツの教育は学生の一

人一人の個性を尊重し、社会人としての責任を学び、

それぞれが運命的に出会った文化・社会を大切にしつ

つ、同時にそれらを越えうる国際性を語養する教育で

あるo これらの教育理念に従って、全学部がそれぞれ

責任を持って教養教育を行うべく、全学共通カリキュ

ラムを展開している。

レジャー・レクリエーション関連科目についても、

立教大学コミュニティ福祉学部・観光学部

レジャーやレクリエーションが人間の生のあり方に深

く根ざしている領域であることから、キリスト教教育

とリベラルアーツ教育の達成のために、重要なカリキュ

ラムのーっとして認識されるようになってきたと考え

ることができる。実際にこれらの授業ではチャペル関

係の団体で活動する学生、福祉関係のサークルに入る

学生や卒業後、カウンセリングの仕事の中でこの科目

の専門性を生かしている学生などを大勢輩出している。

3.全学共通カリキュラム

一般教育課程を担う組織として、 1994年12月に全学

共通カリキユラムが発足した。この全学にまたがる組

織が生まれる契機になったのは1991年の大学設置基準

の大綱化である。全学共通カリキュラム運営センター

の寺崎昌男初代センタ一部長はキリスト教に基づく建

学の精神、リベラルアーツ教育を継承することをめざ

し、戦後日本の大学教養教育カリキュラム変遷の考察

から、今後の立教の学部教育の目標は「教養を持つ専

門人の育成」から「専門性に支えられた新しい教養人

の育成」へと転換させるべきであると提言した。その

理念と目標の実現をめざして、総合教育科目と言語教

育科目が設置された。総合教育科目は単に専門分野の

能力を伸ばすだけでなく、むしろ専門性を具体的市民

社会生活に生かす役割を担い、世界を理解しつつ生の

可能性を拓く、人聞にとって不可欠な見識と能力を育

てる全人格的学問として展開される。その設置科目は、

(1)思想・文化 (2)歴史・社会 (3直術・丈学 (4環境・

人間 (5)生命・物質・宇宙 (6)数理の 6カテゴリーか

ら分類される総合A群、時代に即応した問題やテーマ

のもとに複数の教員が担当する学際的な総合B群のほ

か、情報とスポーツ実習の 4群からなる O 本学の特徴

はレジャー・レクリエーション関連科目については総

合A群の思想・文化のカテゴリーの中に設置されてい

ることである O 学生が科目を履修するときに参考にす

る履修要項を見ると、思想・文化については「知性の

鍛練は、大学で学ぶ者にとって欠かすことはできない。

このカテゴリーでは、本学の建学の精神であるキリス

ト教の思想、や、古今東西の哲学思想、またさまざまな

地域の文化・社会、さらにはレジャー・レクリエーショ

ンの知、身体の知などを学びながら、今日の多様な価

値の時代における私たちの自己理解、ものの見方、生

き方を考え、鍛えなおしていく。」という記載が在る O

このことは、本学のカリキュラムはレジャー・レクリ
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科目名 単位

人権とキリスト教 2 
聖書の思想と人間観 2 
キりス卜教思想の展開 2 
キりス卜教と諸思想 2 
思索の方法 1 2 
思索の方法2 2 
思索の方法3 2 
思索の方法4 2 
思索の方法5 2 
思索の方法6 2 
現代の思想状況 1 2 
現代の思想状況2 2 
現代の思想状況3 2 
文化人類学の世界 2 
レジャ ・レタリ工ション論 2 
スポツ文化論 2 
キリスト教の知演習1 2 
キリスト教の気蹟習2 2 
キリスト教の知演習3 2 
哲学思想演習 l 2 
哲学思想演習2 2 
哲学思想演習3 2 
哲学思想演習4 2 
文化人類学演習 2 
凶ャ-.l/7リ工一泊、届耀 2 

(外国人留学生のみ)

(自由選択科目のみ)

図1.全学共通カリキュラムと思想・文化カテゴリーの科目名

エーションを身体活動としてのみ捉えているのではな

く、思想、や文化という精神的な知という側面からも学

んでいくものであることを示している O さらにはこの

カテゴリーの中にキリスト教の知演習、哲学思想演習、

丈化人類学演習と並んでレジャー・レクリエーション

論演習を配置して、学生の討議やその領域のフィール

ドでの活動を評価するカリキュラムとなっている。

4. コミ.:J.=ティ福祉、観光学部における

専門教育科目

本学は1998年4月に「コミュニティ福祉学部Jと

「観光学部」を武蔵野新座キャンパスに開設した。立

教がめざす全人教育を実現するために両学部は「ホス

ピタリティ」と「コミュニティ」というキーワードで

カリキュラムを展開している。コミュニティ福祉学部

は「人間の尊厳のためにJ(Hominis Degnitati) と

いう理念を掲げ、地域社会への貢献と共生を強く意識

した教育と研究を目的としており、コミュニテイにお

けるヒューマンサービスを軸により深く広い研究を志

向し、それによって新しい福祉学の構築を目指そうと

する学部である。スポーツ系の教員は全員この学部に

所属している O 一方、観光学部は観光という社会現象

を産業としてのみならず、国際的な文化交流や相互理

解をはじめ、地理学、経済学、心理学、社会学なと様々

な学術的見地から捉え、真に豊かな観光文化を築くた

めの探求を進めていく学部として、社会学部観光学科

を改組・独立させ、日本で初めて開設した。両学部の

教育と研究は学際的であることが共通しているため、

カリキュラムは全学共通カリキュラムのほかに専門関

連科目を設けている。 1~4 年次設定科目である専門

関連科目は社会教育・体育・文化・人間学・宗教学な

ど幅広い分野から福祉と観光の接点を模索することを

目的とした科目であり、人間の基礎的素養を養う科目

群である。「レクリエーション論」と「レクリエーショ

ン実践論」はこの科目群で展開されており、レクリエー

ションの基礎理論、レクリエーション支援やグループ

ダイナミクスの獲得など福祉や観光のフィールドに役

立つ知識と技術を修得するものとなっている。しかし

ながら、開設して2年ということもあり、卒業生もまだ

出しておらず、科目の評価や検証は充分に行われてお

らず、試行錯誤のなかで、授業を行っている段階である。

5. さいごに

本学におけるレジャー・レクリエーション教育をよ

り充実したものにするためには、次のようなことが重

要になるだろうと思われる。

(1) レジャー・レクリエーションに関する概論や実践

論にとどまらず「レジャー・レクリエーションの経済

学Jや「レジャー・レクリエーションの社会学」など

多角的かつ専門的な科目を設けて、より深くレジャー・
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レクリエーション現象を考察していけるようにするこ

と

(2) 福祉や観光のフィールドとの連携をとりつつ、学

生のレクリエーシヨン支援の技能を高められる場を設

置していくこと

(3) レジャー・レクリエーションに関する支援技能に

関わるオリジナルメソッドを開発すること

「人聞の尊厳」を守り育むために

コミュニティ福祉学部

高齢化社会の到来とともに、福植に関わる問題がさまざまな局面でクロ ズ

アップされてきています。立教大学の社会福本止教育は、「社会学科厚生福組

コースjとして1筋8年からスター卜。以来、社会の課題や三 ズを見据えな

がら教育研究を推進し、 40年の歴史の中で多くの卒業生を福祉の第 線に

送り出してきました。そして199拝、「人間の尊厳のためにJという理念を

掲げ、福祉を基軸とするコミ1二ティの形成をめざして誕生したのが「コミュ

ニティ福祉学部jです。「コミ1 二子イ福松」という言葉には、人々の生活

基盤である地域からク口-ICI[Jな国際社会にいたるまで、「コミユ二子ィ j

をキーワードとして21世紀の豊かな福祉ネットワークを構築していきたいと

いう顧いがこめられています。

奮剤恒刃喝人闘関係
此舞穿理学
ヰドJスド費思想
嘗学的人m学
芸語敵人用枠
社会以理学

|カリキュラムの構造

全学共通カリキュラム

専門関連科目

此揚放め亘理学 しクリi シヨン実沼通
異変位コミュニケーゥョン 謡拶
臼本省主禽演習 酎#
心身ウ工比五ネス 握察学
フィ三初ルフィットネス 程皇学
レクリコL ショ二信 省会予

学部専門科目

£逼醇

健場静

日本，~
舛圃史
煙車位争
少進学腎闘

松重湯鶴有..  淘面

従妥当降雪E陪冨
.奪翁噂機鎗

福祉マネジメン卜コース福祉コミュニケーションコース

値降五辺醇カウンセリング情報学人間学、メ間関
係持埠どを等地にさまざまな人と人匂若務副己必要怠技法
を教授。人と人のつ芯がり、むd溜動、コミュニケショ
ンシステム芯どをテマとするコース。

祉会議誌上σ潟轄と援毅奴商法を事了止ともに福祉の現
場で要求されるマネジメン卜方送時修聞と主限を置く。
さらにコミュニティ福祉由基本理念や展開を併也て学
び彦訣監禁朝ζ鳳応できる気量と筏宣伝を養成する。

福祉コミュニケーション基本科目
クυフスタディ いやLの人間字、
カウY色リンク酋生涯発達誼 人間
関係句心理学福誼瞳尿心理学

人間間梧誼衝嘉科目

パーソナリティ福クトブアブ臼ー
チ心理冨種法心理遁曲面・心理測
定2揖益事，豚耐完治

福祉惜輯・骨析量華料自
編被ザピス分析法儀社惰領ネット
ワク量・ a・tメディア酋情報社会
=・盆会書査諭祉会理植法

福祉人間辛革朝日
キリスト重約A宵学芸事的人同学 キ
リスト教徒会省建浮 キυスト教集育省
哲学的A司学生命・理身£晶画 セク
ソ口、J二、入穆誼

参考文献

社会福祉聾助揖宿高科目
社会調~鍾助筏衛総誼ケスワク

ク'JIr-:1ワークコミュ二ティワク

間車謂サービスマネジメント轟科目
ケアマネジメント建 被施設マネヲ

欝謀長事介鴇

福祉担轟轟科目

笥lI:IIU..値重要調非轡制組織
鎗自助活動歯

福祉計画制度嘉終日
衝位政策調衝祉計画面.社会保障種、
公的銃創誼緬越と法

立教大学パンフレットRIKKYOUNIVERSITY 

立教大学コミュニティ福祉学部パンフレット

立教大学コミュニティ福祉学部紀要創刊号

立教大学全学共通カリキュラム履修要項
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(4) レジャー・レクリエーションに関する資格(各種

公的、民間資格あるいは大学内での独自の資格)を付

与できるカリキュラム構成を視野に入れること

その他、これらの実現のために、全学的な啓蒙活動、

サーピスプログラム、資格講座など正課教育以外での

プログラムにも積極的に関与していかなければならな

いだろう。

豊かな観光文化を築くために

観光学部

立教大学の観光教育l手、 1946年に常設の公開講座として「ホテル講座」を開

講して以来、半世紀を超える歴史を重ねてきました。 1967年l乙は、 4年制大

学としてはわが国初の観光学科を設置。観光産業に携わる多くの卒業生を輩

出するとともに、つねに観光研究のパイオ三アとしての役割を担ってきてい

ます。乙うして1叩B年、社会学部観光学科を改組独立させて開設されたの

が、日本初の「観光学部jです。本学部は、ホテル実習や添乗実習tf.どの実

務的芯技能を学ぶ場ではありません。観光を地理学、経済学、心理学、社会

学主主どの学術的見地からとらえ、豊かな観光文化を築くための探求を進めて

いくことが目的です。授業では、主として観光と関わりを持つ社会現象を、

より深く理解する能力を養う乙とに焦点があてられていま昔。

|カリキュラムの構造

一，-----，----
| 卒業論文指導演習・卒業論文

等演習
| 基礎演習(2年)・専門演習(3年)・専門演習(4年)

観光文化コス 観光地計画コス 観光経営コース
文化交諌現量としての極光Iζ揖 恒光地のプランニングlζ必重証 ，.行軍宿泊量舛世襲交通

重共
点をおいτ 観光町宵慣にある 買闘を学四" 量証どの笹君、情報曹理院患
理詰や哲学を学際的に探求する。 盤貴計画卑ど!こコc.て宇部。

観光文化轟 智光地計画誼 ホスピヲりティマーヶァインク
目標揖兇語 観光地運営管理詰 廿ーピスマ::"'';.7.メント
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コyペンション通訳浩 司ホ王スZピピタタリリテティィ藍産鋼葉樹曹罰報曹金彊劃噛量

キ
紀極舛行光田文主抽学化誌諸特聾語義 国際観光開発協力調 市υスヲピ十タtリ司テ監ィ轟産業控賓劃膚踊

二L (ヨ ロッパ12)(北米) コン~O芯ノヨン量業誼

フ (アジア)(アフU力) スポツ産章誼

ム 年
[ 観光地域研究特殊演習/自由研究 」

観光玄化人類学 現嶋政鋼限強 交通 B夜行関連送制
比根文化誼 都市計画諸 観光造業途

笑観観光耐扇演メ噛デ醤酋ィア酋
観光匁崎社会省 受通産業酋
地"住文化遁 銀行産費量鐘普通.
現焼社会学 宿泊産業釜轡副

ドイツ語演習 環嶋心翠学 外食産業修営鎗
フランス語漬習 費観.. 車スピタリティ産事会計学
スペイン語演習
中国畜づ演習

観品製.機 観タ~霊ヨ育学 笛光経営学
健帽輔週脹 鑑出社会智 自然旗第扇
健光暑査査在来 観光心狸学 情縄文化遁
観光磁策行政調・ 観光地.. ~ 余霞.. 

情報辛引トヲーラ歯 日本地誌 趨必修科目

聖書の羽目人南関係 佐東文化心理学 レクリ工ーヲョン言語誼 £哩掌 社会書育画面誼
且キ軍リ軍ス需酔十羽揖栂 異日文本化社コ会ミ誼ュ講ニ習ケーヲョy 法政学治学 岨B本持主 社胆会嚢書韮謂耐揖画量

哲葺噛緬的包人λ周間芋寧 心フ'ィウジ力工jjbbネスフィvトネス 量語調宮苧苧 舛推量昌E史F 

祉会心理学 レクリ工ショY誼 社会学 生霊聖書相自画
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立教大学コミュニティ福祉学部履修要項

立教大学白書1997年

立教大学全学共通カリキユラムの編成・実施に関す

る答申1994年




